






研究目的 

クレチン症マススクリーニングにおいて,とくにサイロキシン（T4)を指標とする場合,サイ

ロキシン結合グロブリン(TBG)欠損(減少)症による偽陽性をさけるため,ろ紙血液中 TBG の

ラジオイムノアッセイ(RIA)による測定が行なわれている。しかし,多数検体を処理しなけ

ればならないマススクリーニングにおいては,RI を用いないことが望ましい。そこでわれ

われはエンザイムイムノアッセイ(EIA)法を開発した。 


